
全トヨタ労連 ３1 期（前）統一テーマ 経過報告シート               桜井グループ           活動期間：2024 年 1 月～3月 

 

【活動選定項目】  

国・県・市町で連携して取

り組むテーマを設定 

① カーボンニュートラル（CN）への対応 

 （エネルギー政策、水素社会、電動車） 

② 誰もが自由に安心して移動できるモビリティ社会の実現 

③ 自動車整備士・ドライバーの更なる魅力向上 

④ 地域への貢献活動 （例：部活地域移行、ボランティア団体の後継者育成） 

⑤ 子育て支援策 

⑥ 行政の DX 推進施策 

⑦ 人手不足解消への対応（多様性や多文化共生への対応など） 

具体的活動 

（調査研究含む） 

脱炭素先行地域づくり事業〔勇払市街地エリヤでの実質ゼロ目指す〕 

・勇払地区住民向け住宅用省エネ・再エネ機器設置補助 

① ZEH+（100 万円/戸） 

② 太陽光発電システム（補助率 2/3） 

③ 蓄電池（補助率 2/3） 

④ 高効率給湯器（補助率 2/3） 

・西部工業基地内産業向けの PPA 太陽光発電設備導入調査・設計 

重点対策加速化事業〔2030 年までに業務部門 CO2 50％削減〕 

・設置可能な建築物等の 50％に PV を導入する 

ゼロカーボンハウス促進補助事業 

・住宅用省エネ・再エネ機器設置補助金 

① ZEH （55 万円/戸） 

② ZEH+ （100 万円/戸） 

③ 太陽光発電システム （7 万円/Kw） 

④ 定置用リチウムイオン蓄電池 （価格×1/3） 

⑤ エコキュート （価格×1/6 上限額 13 万円） 

⑥ HEMS （価格×1/10 上限額 4 万円） 

⑦ V2H （価格×1/10 上限額 6 万円） 

⑧ 給電装置 （価格×1/10 上限額 3 万円） 

 

 

選択した項目 

テーマ ①  

カーボンニュートラル

（CN）への対応 

 （エネルギー政策、

水素社会、電動車） 

今後の活動 
・市内ですでに進行しているグリーン水素サプライチェーンの進捗及びモビリティへの展開の可能性追求 

・NEDO の調査事業等の実証・社会実装への展開の可能性を探る。 

 

苫小牧市 所属議員  牧田俊之 

環境省より第４回脱炭素先行地域選定結

果が発表され、今回選ばれた 12 の計画

提案の中で苫小牧市の提案が選定されま

北電・エネオス・出光の３社でグリーン水素

供給網構築を検討！〔2024.2.20 発表〕 
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